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第183号（令和２年２月18日号）

令和元年12月22日、ジョイ・ワーク
三戸で「議員と町民の交流会」を
開催し、町民の皆さんと議会のあり
方などについて話し合いました。

町民の
皆さまへの
お願い

政治家に対し、寄附をするように勧誘や要求をすることは禁止されています。
政治家を威迫して、あるいは政治家の当選または被選挙権を失わせる目的で
勧誘や要求をすると処罰されます。政治家名義の寄附を求めることも禁止
され、威迫※1して求めると処罰されます。（※1 威迫…脅して従わせようとすること）

議会だより
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１

今回が一番活気があった。今までの人任せの質問より、
新議員の新しい町づくりの感がある。新議員は勉強して
いる（他町村との比較など）。役場側は打てば響くよう
な答弁をして活気を見せてください。新議員のアイディ
アを謙虚に受け入れて役場職員を動かしてほしい。
（町内 70 代女性）

２

議員の質疑の雰囲気が「エー」と「アー」だった以前
とはうって変わり、議員の若返りとまちづくりへの意欲
が感じられた。今の議会に「町は変われる！」という一
筋の光を見つけることができました。
（町内 70 代女性）

3 質問の意味がわかりづらいです。（町内 50 代女性）

4 新しい議員さんの中に、あいさつを知らない人がいる。
（記載なし）

5 ふれあい公園のトイレの質問はうれしく思っている。
（記載なし）

6

一年ぶりの議会傍聴だったが、議員が新しく、年齢が
若くなったせいか、議場の空気が新鮮に感じられた。
これからの希望のある三戸になることを望みます。全
国的に悪いイメージとなった三戸町が、以前より良いイ
メージの三戸町になることを望みます。遠くに嫁いでい
る娘から「三戸町出身と言うのが恥ずかしい」とたび
たび言われ、一町民として恥ずかしい思いをしてきまし
た。これからの三戸と議員の皆さんのがんばりに期待し
ています。（町内 70 代女性）

7

質問が始まってダラダラと１時間あまり、聞いている方
はイライラして話に集中できませんでした。質問してい
る本人もどこで止めたらよいのかわからなくなっている
ように見えた。このことに対して中止の言葉が議長から
出せないのか。議員全員の質問に期待していたがこれ
から先が思いやられる。期待していた方が悪いのか。
（町内 70 代女性）

8 初めて傍聴したが、三戸町の発展のため身近な事を議
論しているのだと思いました。（町内 70 代女性）

9
自分たちの選んだ議員の質問や役場職員の答弁などを
聞けて参考になりました。もっと多くの町民の方に聞い
てもらいたいと思う。（町内 70 代女性）

10

議員の質問の仕方がおもしろくない。口でゴモゴモ言っ
ているのは飽きる。議員の人たちのしゃべり方を勉強さ
せた方がいい。
演台に手をついて話すなど、質問者の姿勢がよくない。
議員の方には口では素晴らしいことを言っているが、やっ
ていることが全然違うと思うような人がいる。心から町の
ために尽くしたいと思うような議員になってほしい。
（記載なし）

11

議員は町民の代表として行政側に質問する役割であり、
行政と一緒に町を良くする立場であると思うが、行政の
上げ足をとるのみで見苦しい。
まちの楽校についての質問について、もっと深く掘り下
げてもよかったのではないか。（記載なし）

12
議員の質問姿勢と職員の答弁姿勢について、互いに熱
意がほしい。
（町内 70 代女性）

　12 月議会は多くの方が見学に訪れました。
見ている人が多ければ、議員への目も当然厳
しくなり、議員は演台に立っていて気が引き
締まります。
　皆さんのご意見を真摯に受け止め、今後も
議員の資質向上に努めます。ありがとうござ
いました。　　   三戸町議会議長　澤田道憲

とらねこたいしょうの　　　　　ピックアップ特集とらねこたいしょうの　　　　　ピックアップ特集三三
さんのへびとさんのへびと

戸人戸人

馬場のぼる作「11ぴきのねこ」こぐま社刊より

「12月議会を見学して感じたこと」
〜 傍聴した皆さんにご意見をいただきました 〜

第485回 定例会傍聴者から議会へのご意見、ご感想

※このほかにもたくさんいただきました、行政側へのご意見に
ついては、町長部局へ伝えておりますので、ご了承ください。
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町
長
は
対
話
を
重
視
し
、ま
ち
づ
く
り
人

財
塾
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に
力
を
入
れ
て
い

る
が
、人
財
塾
は
毎
回
同
じ
顔
ぶ
れ
で
、結

果
を
町
政
に
反
映
し
て
い
る
か
も
明
確
で

は
な
い
が
、町
長
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
績
と

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り

質
問
し
ま
す
。

①
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
と
実
績

②
具
体
的
目
標
、事
業
、行
動

③
実
績
を
生
か
す
仕
組
み

④
町
が
抱
え
る
重
点
課
題

⑤
課
題
克
服
の
た
め
の
施
策

⑥
ま
ち
づ
く
り
の
最
終
目
標

①
平
成
29
年
度
に
三
戸
町
ま
ち
づ
く
り
人

財
塾
を
開
講
し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の

養
成
を
実
施
し
、
延
べ
５
２
０
人
が
受

講
し
た
。

②
平
成
30
年
度
の
「
さ
ん
の
へ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ

Ｉ
未
来
会
議
」
で
得
ら
れ
た
意
見
を
次

期
総
合
振
興
計
画
へ
反
映
さ
せ
る
。

③
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
実
践
の
場
と
し
て

　

ま
ち
の
楽
校
に
は
５
７
０
万
円
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、宅
配
や
食
堂
で

の
売
り
上
げ
も
あ
る
。

　

補
助
金
の
使
途
は
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
事
業
の
た
め
の
人
件
費
が
主
だ
と

思
う
が
、未
来
に
向
け
た
補
助
金
の
あ
り
方

を
考
え
る
と
、自
立
に
向
け
た
努
力
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、町
長
の
考
え
は
。

　

ま
ち
の
楽
校
に
は
、
１
０
０
縁
勝
店
街
、

達
人
工
房
、
宅
配
事
業
、
高
齢
者
支
援
の

健
康
教
室
な
ど
、
公
益
性
の
高
い
事
業
に
つ

い
て
補
助
対
象
と
し
て
お
り
、
食
堂
等
の
利

益
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
補
助
対
象
外
と

し
て
い
る
。

　

補
助
金
額
は
昨
年
度
か
ら
見
直
し
て
お

り
、
今
年
度
は
５
５
０
万
円
に
減
額
を
予

定
し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
も
、
事
業
者
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
事
業
を
詳
細
に

分
析
し
、
そ
の
結
果
か
ら
自
立
運
営
に
向
け

た
支
援
の
見
直
し
を
行
う
。

こ
れ
ま
で
２
町
内
会
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
実
施
し
た
。

④
対
話
に
お
い
て
多
く
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ

た
が
、
そ
の
根
幹
は
人
口
減
少
で
あ
る
。

⑤
状
況
は
厳
し
い
が
、
新
た
な
施
策
を
立
案

し
て
い
く
。

⑥
町
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
一
員
と
し
て

集
い
、
共
生
、
協
働
の
ま
ち
を
創
出
し
、

に
ぎ
わ
い
、
生
き
が
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

町
に
な
る
こ
と
が
目
標
。

　

町
内
会
や
各
種
団
体
を
ハ
ブ
に
し
て
人

財
塾
参
加
者
を
募
っ
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
把
握
し
て
い
る
人
材
の
登
録
制
度
に

よ
り
運
営
し
て
い
き
た
い
。

　

多
く
の
町
民
と
対
話
す
る
た
め
に
、人
財

塾
の
場
所
や
曜
日
、時
間
を
変
え
る
な
ど
し

な
い
の
か
。

　

気
軽
に
ど
ん
ど
ん
参
加
で
き
る
よ
う
、
人

が
人
を
呼
ぶ
形
で
仕
掛
け
て
い
き
た
い
。

　

先
日
の
民
生
商
工
常
任
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
時
に
、そ
の
場
で
補
助
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、口
頭
で
の
説
明

し
か
な
か
っ
た
。補
助
金
を
も
ら
っ
て
い
る

団
体
は
口
頭
で
な
く
文
書
で
明
細
に
説
明

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

所
管
事
務
調
査
時
に
当
課
に
お
い
て
簡
単

な
説
明
資
料
を
配
布
し
た
が
、
詳
細
な
決

算
資
料
は
配
布
し
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
ま
ち
の
楽
校
の
会
長
も
い
な
い

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
そ
う
い
っ

た
調
査
の
際
に
は
、
会
長
と
十
分
に
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
、
会
長
同
席
の
上
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

　

補
助
金
を
貰
っ
て
い
る
団
体
が
資
料
を

用
意
し
て
説
明
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
と

私
は
考
え
る
の
で
、担
当
課
長
か
ら
指
導
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町議のQ&
町のA

再
質
問
①

再
質
問
①

再
質
問
②

ま
と
め

一 般 質 問

久く

じ慈
　
　
聡さ

と
し   

議
員

 Q  

三
戸
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
今
後

 Q  

ま
ち
の
楽
校
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

赤あ
か
つ
か塚

　
立り

っ
ぺ
い平   

議
員
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①
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
と
産
後
ケ
ア
の
実

施
が
必
要
と
思
う
が
、町
の
考
え
は
。

②
近
隣
の
民
間
医
院
に
小
児
科
が
開
設
さ

れ
た
が
、地
域
と
し
て
は
ま
だ
不
便
・
不
安

の
声
が
聞
か
れ
る
。三
戸
中
央
病
院
小
児
科

の
常
勤
化
は
期
待
で
き
る
か
。

③
子
ど
も
が
遊
ぶ
公
園
等
の
遊
具
や
ト
イ

レ
な
ど
の
管
理
・
整
備
状
況
は
。

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
来

年
度
の
設
置
に
向
け
て
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
。
産
後
ケ
ア
は
当
町
の
実
情
を
踏

ま
え
た
実
施
体
制
の
構
築
の
た
め
、
現
在

情
報
収
集
し
て
い
る
。

②
引
き
続
き
常
勤
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

や
、
町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
医
師
確

保
に
努
め
る
。

③
各
課
が
適
切
に
管
理
し
て
い
る
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
の
び
の
び
と
遊

べ
る
よ
う
安
全
管
理
に
努
め
る
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農

業
、さ
ら
に
は
林
業
、内
水
面
漁
業
の
発
展

に
は
、よ
り
収
益
力
が
期
待
で
き
る
産
業
で

あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、町
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
の
費
用
対
効
果
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
未
利
用
材
を
１
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル

受
け
入
れ
、
地
域
通
貨
を
約
60
万
円
分
発

行
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
経
済
効
果
の
ほ
か
、
会
員
の

意
欲
向
上
に
よ
る
山
林
の
育
成
・
整
備
な
ど

環
境
面
で
の
効
果
が
得
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
事
業
を
通
じ
林
業
振
興
に
努
め
る
。

　

昨
今
の
郡
内
県
立
高
校
の
状
態
は
た
い

へ
ん
厳
し
く
、地
元
の
三
戸
高
校
の
今
後
に

つ
い
て
も
強
い
危
機
感
を
持
た
ざ
る
を
得

　

産
後
ケ
ア
や
虐
待
防
止
の
た
め
に
、ひ
と

り
で
も
多
く
の
次
世
代
の
保
健
師
人
材
を

確
保
し
、現
場
経
験
を
積
ま
せ
、増
え
続
け

る
支
援
事
業
に
備
え
て
ほ
し
い
が
検
討
し

て
い
た
だ
け
る
か
。

　

い
い
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
れ
ば
、
い
い
保
健
師
も
集
ま
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
教
育
体
制
に
つ
い

て
も
指
導
し
て
い
く
。

　
「
三
戸
中
央
病
院
と
近
隣
の
小
児
科
の
診

察
日
時
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
で
き

な
い
か
」と
言
う
声
が
聞
か
れ
る
が
、地
域

連
携
で
提
言
し
た
り
、話
題
に
し
た
り
で
き

な
い
か
。

　

定
期
的
に
会
議
を
し
、
意
見
交
換
に
よ
り

協
力
で
き
る
こ
と
は
協
議
等
進
め
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問
「
町
の
奨
学
金
制
度
に
つ

い
て
」「
認
知
症
カ
フ
ェ
の
状
況
」
な
ど

な
い
が
、町
と
し
て
今
後
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。

　

高
校
の
統
廃
合
は
子
育
て
世
帯
の
流
出
を

招
き
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
拍
車

を
か
け
る
一
因
と
な
る
た
め
、
強
い
危
機
感

を
も
っ
て
お
り
、
何
と
し
て
も
回
避
す
べ
き

重
要
課
題
。
魅
力
化
や
人
が
集
う
高
校
と

な
る
よ
う
取
り
組
む
。

　

昨
年
度
、
三
戸
高
校
生
徒
の
検
定
試
験

の
受
験
や
資
格
取
得
を
支
援
す
る
補
助
金

を
創
設
し
た
。

　

国
は
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教

育
改
革
推
進
事
業
を
来
年
度
２
倍
に
拡
大

す
る
た
め
、
三
戸
高
校
が
同
事
業
へ
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
一
層
の

支
援
に
努
め
る
。

　

ま
た
県
教
委
に
も
小
中
一
貫
教
育
や
小
中

高
連
携
の
実
績
を
も
と
に
存
続
に
向
け
た
働

き
か
け
を
継
続
す
る
。

※
そ
の
他
Ｑ
１
関
連
「
内
水
面
漁
業
振
興
策
」

「
耕
作
放
棄
地
の
現
状
と
回
復
」「
農
地
中
間

管
理
事
業
の
状
況
」

町議のQ&
町のA

再
質
問
①
（
質
問
①
関
連
）

再
質
問
②
（
質
問
②
関
連
）

一 般 質 問

 Q  
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

 Q
１ 

農
林
水
産
業
振
興
策
に
つ
い
て

 Q
２ 

三
戸
高
校
へ
の
支
援
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
健
康
推
進
課
長

A
松
尾
町
長

A
友
田
教
育
長

A
三
戸
中
央
病
院
事
務
長

千ち

ば葉
　
有ゆ

う
こ子   

議
員

藤ふ
じ
わ
ら原

　
文ふ

み
お雄   

議
員
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現
在
町
に
は
宿
泊
施
設
が
な
い
。
活
性

化
対
策
特
別
委
員
会
で
町
民
か
ら
一
番
多

か
っ
た
意
見
が
、
宿
泊
施
設
が
な
く
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
合
宿
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
が

あ
っ
て
も
二
戸
、
八
戸
に
宿
泊
し
て
い
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

事
業
と
し
て
は
赤
字
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
生

き
た
金
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
町
長
は

自
ら
行
動
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

宿
泊
施
設
は
町
の
観
光
振
興
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
、
町
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
た

め
、
新
設
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

　

設
置
者
は
持
続
可
能
な
経
営
の
観
点
か

ら
専
門
業
者
が
望
ま
し
く
、
こ
れ
ま
で
関
係

者
と
意
見
交
換
し
、
誘
致
に
は
優
遇
措
置

が
必
要
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
担
当
課
へ
誘
致
奨
励
の
た
め
の
条
例
整

備
の
検
討
を
指
示
し
て
い
る
。

　

３
月
に
町
が
い
ち
早
く
青
森
労
働
局
と

雇
用
対
策
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
は
、
町

内
事
業
所
の
人
材
確
保
や
地
元
就
職
が
期

待
で
き
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る

が
、
こ
の
協
定
に
つ
い
て
２
点
伺
い
ま

す
。

①
現
在
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

②
10
月
29
日
の
企
業
説
明
会
の
効
果
は
。

ま
た
、
参
加
し
た
４
事
業
所
は
ど
の
よ
う

に
選
定
し
た
の
か
。

①
10
月
29
日
実
施
済
み
の
一
般
向
け
説
明
会

の
ほ
か
、
三
戸
高
校
生
徒
向
け
の
企
業

説
明
会
も
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

②
参
加
し
た
４
事
業
所
の
う
ち
２
つ
の
事
業

所
で
計
３
人
が
就
職
決
定
し
た
。

　
　

選
定
は
４
種
以
上
の
職
種
が
あ
っ
た
ほ

う
が
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図
り
や

す
い
と
い
う
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
る
も
の
。

　

三
戸
近
郊
の
町
に
は
飲
食
場
所
が
少
な

く
、三
戸
町
に
来
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

あ
る
。し
か
し
、町
内
の
事
業
主
も
高
齢
者

が
多
く
、５
年
後
に
は
多
く
が
閉
店
す
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

今
の
う
ち
に
行
政
が
企
業
に
助
成
し
た

り
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
り
と
い
っ
た

飲
食
店
の
活
性
化
策
を
町
で
は
考
え
て
い

る
か
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
商
工
会
へ
の
補
助
の

ほ
か
、
飲
食
店
に
限
ら
ず
地
域
産
業
の
担

い
手
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
商
店
街
を
元
気

に
す
る
た
め
の
事
業
へ
の
補
助
を
継
続
し
て

行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
度
は
空
き
店
舗
活
用
に
よ
る
創
業

支
援
制
度
を
創
設
し
、
現
在
は
要
件
を
緩

和
す
る
な
ど
支
援
内
容
を
拡
充
し
て
い
る
。

　

今
後
も
事
業
者
自
ら
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
事
業
へ
の
支
援
が
有
効
活
用
さ
れ
、
事
業

が
長
く
継
続
す
る
こ
と
や
、
事
業
継
承
希
望

者
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
活
性
化
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

町
の
活
性
化
に
は「
人
」の
力
が
必
要
で

あ
る
。定
住
人
口
減
少
の
中
、交
流
人
口
や

関
係
人
口
の
増
加
の
た
め
、町
は
ど
ん
な
事

業
を
行
い
、効
果
を
得
た
の
か
。ま
た
今
後

の
展
望
は
。

　

今
年
度
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」
ラ
ッ
ピ
ン
グ

ト
レ
イ
ン
の
運
行
に
よ
り
、
ね
こ
や
電
車
フ
ァ

ン
を
中
心
と
し
た
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の

創
出
に
つ
な
が
っ
た
。

　

三
戸
町
ま
で
来
ら
れ
な
く
て
も
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
応
援
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て

お
り
、
さ
ら
に
は
会
津
若
松
市
と
の
交
流
や

地
域
商
社
に
よ
る
地
場
産
品
販
売
の
推
進
で

も
関
係
人
口
の
創
出
が
図
ら
れ
る
。

　

道
の
駅
を
拠
点
に
周
辺
施
設
を
活
用
し

た
交
流
人
口
の
増
加
の
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
だ
構
想
の
段
階
だ
が
、
道
の
駅
等
を
中

心
に
電
動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
て
町

内
外
を
行
き
来
す
る
連
携
が
で
き
な
い
か
、

各
自
治
体
で
現
在
勉
強
中
で
あ
る
。

町議のQ&
町のA

再
質
問
①

Q
１ 
三
戸
町
の
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

Q
２ 

飲
食
店
の
活
性
化
に
つ
い
て

Q
１ 

三
戸
町
雇
用
対
策
協
定
に
つ
い
て

Q
２ 

三
戸
町
の
活
性
化
に
向
け
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

中な
か
の野

　
　
孝た

か
し   

議
員

山や
ま
だ田

　
将ま

さ
ゆ
き之   

議
員
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令
和
２
年
度
の
予
算
編
成
や
執
行
に
あ

た
り
、
町
が
各
種
団
体
に
支
出
し
て
い
る

補
助
金
が
、
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
町
民
に
わ
か
る
よ
う
、
そ
の
用
途
や

課
題
、
今
後
の
目
標
な
ど
を
議
会
に
知
ら

せ
、
補
助
金
の
必
要
性
を
示
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
業
が

公
益
性
や
有
効
性
が
あ
る
事
業
か
、
町
の

支
援
が
必
要
な
事
業
か
、
補
助
金
額
が
妥

当
か
な
ど
を
精
査
し
て
い
る
。

　

ま
た
補
助
金
予
算
の
執
行
に
は
、
対
象

経
費
や
補
助
率
等
を
明
確
に
し
た
補
助
要

綱
を
定
め
て
お
り
、
さ
ら
に
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
担
当
課
が
事
業
内
容
や

申
請
手
続
き
書
類
、
実
績
報
告
書
な
ど
を

審
査
し
、
監
査
委
員
に
よ
る
財
政
援
助
団

体
監
査
で
の
意
見
な
ど
を
伺
い
、
適
正
な

執
行
に
努
め
て
い
る
。

　

補
助
金
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る

公
益
性
の
高
い
事
業
を
効
率
的
に
実
現
す

る
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
た
事
業
も
本
町
の
行
政
遂
行
に
果
た
し

た
意
義
は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
住

民
協
働
、
地
域
活
性
化
の
視
点
か
ら
有
効

か
つ
適
正
な
執
行
に
努
め
る
。

　

総
務
文
教
、
民
生
商
工
、
建
設
農
林
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
町
が
補
助
金
を

出
し
て
い
る
事
業
が
あ
る
。

　

そ
れ
を
わ
か
っ
て
予
算
・
決
算
委
員
会

に
望
む
た
め
に
も
、
ど
の
く
ら
い
の
団
体

に
こ
れ
ぐ
ら
い
支
出
し
て
い
る
と
議
会
に

示
せ
な
い
か
。

　

予
算
は
最
終
的
に
町
長
が
編
成
し
、
こ

れ
を
議
会
に
提
出
し
て
承
認
を
受
け
る
の

が
手
順
で
あ
り
、
意
見
は
議
会
で
い
た
だ

く
の
が
本
来
の
姿
で
あ
る
。

　

予
算
書
に
は
「
負
担
金
補
助
及
び
交
付

金
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

前
も
っ
て
ご
覧
い
た
だ
い
て
審
議
し
て
い

く
形
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。

再
質
問
①

①
旧
三
戸
北
小
学
校
校
舎
は
撤
去
す
る
の

か
、
再
利
用
す
る
の
か
。

②
旧
三
戸
中
学
校
跡
地
の
利
用
予
定
は
。

③
町
営
住
宅
の
利
用
率
と
今
後
。

④
老
朽
化
し
て
い
る
町
民
体
育
館
の
建
て

替
え
予
定
は
あ
る
か
。

①
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
た
め
、
現

状
の
倉
庫
と
し
て
の
利
用
を
継
続
す
る
。

②
民
間
に
よ
る
公
営
住
宅
整
備
の
候
補
地
の

一
つ
と
し
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

③
町
営
住
宅
２
０
３
戸
の
う
ち
63
戸
が
老

朽
化
に
よ
る
空
き
家
。
古
い
も
の
は
入
居

者
の
退
去
後
に
解
体
予
定
。

④
建
て
替
え
予
定
は
な
い
。
公
式
試
合
に
は

ア
ッ
プ
ル
ド
ー
ム
や
学
校
体
育
館
も
活
用

し
て
お
り
、
町
民
体
育
館
は
安
全
に
配

慮
し
た
維
持
管
理
を
行
う
。

　

現
在
旧
三
中
技
術
棟
を
相
撲
の
練
習
所

と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
警
察
署
建
設

に
伴
う
壊
体
前
に
、
新
た
に
練
習
場
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
作
る
の
か
。

　

候
補
と
し
て
は
北
小
跡
地
も
あ
る
が
、
土

砂
災
害
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
町
民
体
育
館

向
か
い
の
元
農
業
普
及
所
事
務
室
も
考
え
て

い
る
。

①
令
和
２
年
度
の
三
戸
中
央
病
院
看
護
師

採
用
人
数
は
。
ま
た
採
用
に
あ
た
り
、

あ
っ
せ
ん
業
者
を
利
用
す
る
の
か
。

②
看
護
師
寮
は
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
、
今

後
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

①
直
接
募
集
で
は
10
人
の
募
集
に
５
人
の
応

募
が
あ
り
３
人
が
採
用
決
定
済
み
。
あ
っ

せ
ん
業
者
は
人
材
確
保
の
た
め
利
用
し
て

い
く
。

②
看
護
師
寮
は
看
護
師
の
宿
泊
の
ほ
か
、
医

師
や
看
護
師
の
研
修
時
宿
泊
所
と
し
て
、

ま
た
医
師
や
技
師
の
宿
泊
や
待
機
場
所

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
今
後
も
利
用
し

や
す
い
よ
う
、
受
け
入
れ
環
境
を
整
え
て

い
く
。

町議のQ&
町のA

再
質
問
①

 Q  
新
年
度
の
補
助
金
の
扱
い
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
総
務
課
長

一 般 質 問

Q
１ 

町
の
公
共
施
設
等
に
つ
い
て

Q
２ 

三
病
の
看
護
師
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
友
田
教
育
長

A
松
尾
町
長

A
総
務
課
長

大お
お
む
か
い向

　
信し

ん
い
ち市   

議
員

番ば
ん
や屋

　
博ひ

ろ
み
つ光   

議
員
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町
で
は
毎
年
の
恒
例
行
事
の
ほ
か
、今
年

の
よ
う
な
特
別
な
式
典
が
開
催
さ
れ
る
年

も
あ
る
。町
で
は「
対
話
」「
協
働
」で
進
め

よ
う
と
い
う
が
、事
業
の
企
画
や
成
果
、検

証
に
町
民
の
意
見
は
入
っ
て
い
な
い
。そ
こ

で「
町
制
施
行
百
三
十
周
年
記
念
式
典
・
事

業
」「
海
外
姉
妹
都
市
交
流
事
業
に
よ
る
人

材
育
成
」の
立
案
か
ら
成
果
ま
で
を
伺
い
ま

す
。

　

町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
式
典
は
、

役
場
内
の
連
絡
会
議
、
調
整
会
議
に
よ
り

企
画
・
開
催
し
た
。
成
果
と
し
て
、
参
加

者
か
ら
「
町
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
た
」
と
言

う
声
が
あ
っ
た
り
、
越
後
氏
の
講
演
に
多
く

の
児
童
生
徒
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
り
と
有

意
義
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
か

ら
反
省
点
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
今
後
の

行
事
に
生
か
し
た
い
。

　

海
外
姉
妹
都
市
交
流
事
業
は
、
町
と
タ

ム
ワ
ー
ス
に
よ
る
相
互
訪
問
協
定
に
基
づ
い

　

お
城
講
座
や
発
掘
調
査
見
学
会
に
想
定

以
上
の
参
加
者
が
集
い
、国
の
史
跡
指
定
へ

の
期
待
も
高
ま
る
城
山
公
園
に
つ
い
て
２

点
質
問
し
ま
す
。

①
城
山
の
本
質
的
価
値
と
今
後
の
利
用
計

画
は
。

　

国
史
跡
指
定
が
現
実
味
を
帯
び
て
お
り
、

今
後
は
自
然
公
園
と
し
て
の
価
値
に
加
え
、

歴
史
的
な
価
値
を
最
大
限
に
活
用
し
た
利

用
を
進
め
る
。

②
若
い
世
代
や
子
ど
も
た
ち
が
南
部
氏
の

歴
史
を
知
り
、誇
り
に
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ

ト
事
業
計
画
は
あ
る
か
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
歴
史
、
文

化
遺
産
を
活
用
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
地
域
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
し

て
お
り
、
６
年
が
経
過
し
多
い
年
で
は
年
間

５
０
０
人
以
上
が
利
用
し
て
い
る
。

た
も
の
で
、
平
成
30
年
に
国
際
交
流
委
員

会
を
開
催
し
、
募
集
案
内
を
全
戸
配
布
し
、

参
加
者
を
募
っ
て
実
施
し
た
。
参
加
者
が
互

い
の
交
流
の
歴
史
を
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら

の
両
自
治
体
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
担
う
こ

と
が
成
果
で
あ
る
。

　

事
業
の
計
画
に
町
民
や
町
内
団
体
か
ら

意
見
を
求
め
な
か
っ
た
の
か
。

　

町
民
と
祝
う
機
会
を
大
事
に
し
、
式
典

以
外
の
記
念
事
業
を
官
民
の
事
業
と
し
て
実

施
し
た
。

　
こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
等
に
よ
り
、井
戸

水
や
湧
き
水
が
枯
れ
た
自
家
水
利
用
世
帯

が
あ
っ
た
。人
口
減
少
や
農
業
修
学
旅
行
受

け
入
れ
に
も
影
響
す
る
が
、改
修
等
へ
の
応

援
制
度
は
な
い
か
。

　

国
等
に
は
井
戸
を
掘
る
補
助
金
は
見
ら
れ

な
い
が
、
独
自
に
出
す
都
市
も
あ
る
。
水
は

生
活
に
必
要
な
も
の
な
の
で
、
何
ら
か
の
制

度
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
国
の
史
跡
指
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

町
の
宝
で
あ
っ
た
三
戸
城
跡
が
、
国
の
宝

と
な
り
交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と
。

　

国
の
史
跡
指
定
で
期
待
で
き
る
効
果
や
理

解
と
協
力
の
お
願
い
を
早
い
段
階
で
町
民
に
伝

え
、
町
一
丸
で
史
跡
指
定
を
歓
迎
し
、
城
山
を

利
活
用
で
き
る
よ
う
抜
か
り
な
い
配
慮
を
。

　

町
が
筆
頭
株
主
の
地
域
商
社
に
つ
い
て
、

補
助
事
業
の
報
告
会
の
開
催
や
、財
務
諸
表

の
公
開
は
で
き
な
い
か
。

　

地
域
商
社
の
事
業
に
つ
い
て
12
月
か
ら
定

期
的
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
、
新
商
品

発
表
会
も
行
う
の
で
町
民
の
意
見
を
聞
く
機

会
と
な
る
。
財
務
諸
表
は
１
月
か
ら
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
。

※
そ
の
他
の
質
問
「
災
害
時
の
避
難
誘
導

体
制
に
つ
い
て
」

町議のQ&
町のA

再
質
問
①

再
質
問
①

ま
と
め

Q
１ 
町
の
行
事
・
事
業
の

　
　　
企
画
と
成
果
に
つ
い
て

 Q
２ 

町
民
の
生
活
基
盤
給
水
事
業

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
友
田
教
育
長

A
総
務
課
長

A
建
設
課
長

A
教
育
委
員
会
史
跡
対
策
室
長

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

 Q
１ 

城
山
公
園
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

 Q
２ 

補
助
事
業
の
周
知
に
つ
い
て

竹た
け
は
ら原

　
義よ

し
と人   

議
員

栗く
り
や
が
わ

谷
川
柳り

ゅ
う
こ子   

議
員
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町議のQ&
町のA

　

杉
沢
小
学
校
、
斗
川
小
学
校
の
存
続
に

つ
い
て
以
下
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
今
後
５
年
間
で
の
両
校
の
児
童
生
徒
数

の
推
移
予
想
は
。

②
両
校
に
は
町
か
ら
維
持
管
理
費
が
支
出

さ
れ
、
そ
の
他
に
も
先
生
ら
の
人
件
費
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
料
な
ど
の
費
用
が

税
金
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
町
長
は

今
後
両
校
を
ど
の
よ
う
に
す
る
考
え
か
。

①
５
年
後
の
児
童
生
徒
数
は
杉
沢
小
中
学

校
が
６
名
、
斗
川
小
学
校
が
24
名
の
予

想
で
あ
る
。

②
小
規
模
校
に
は
小
規
模
校
の
良
さ
が
あ
る

が
、
部
活
動
な
ど
で
は
相
当
な
工
夫
も

必
要
に
な
る
。
今
後
は
運
営
経
費
で
の
判

断
で
は
な
く
、
地
域
や
保
護
者
、
何
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

　

保
護
者
の
中
に
は
、子
ど
も
が
減
っ
て
わ

が
子
が
孤
立
す
る
の
で
は
な
い
か
、閉
校
し

た
ら
通
学
に
30
分
か
け
る
の
は
無
理
だ
、部

活
の
た
め
三
戸
中
に
通
わ
せ
た
い
が
、地
域

の
目
が
あ
り
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
な

ど
苦
し
ん
で
い
る
方
も
い
る
が
、教
育
委
員

会
は
寄
り
添
う
努
力
を
し
て
い
る
か
。

　

杉
沢
小
中
の
部
活
動
や
団
体
競
技
は
三

戸
高
校
に
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
三
戸

小
の
三
沢
基
地
訪
問
を
斗
川
小
の
児
童
も
一

緒
に
行
っ
た
り
と
、
交
流
に
よ
り
不
安
の
解

消
に
努
め
て
い
る
。

　

完
成
か
ら
35
年
た
つ
三
戸
小
校
舎
に
つ

い
て
、間
に
合
わ
せ
で
は
な
く
抜
本
的
な
修

繕
が
で
き
な
い
か
。

　

雨
漏
り
し
て
い
る
場
所
の
抜
本
的
修
繕
を

目
指
し
、
来
年
度
の
予
算
化
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。

再
質
問
①

　

三
戸
中
央
病
院
の
役
割
は
非
常
に
大
き

い
こ
と
か
ら
、
病
院
の
存
続
も
含
め
、
へ

き
地
医
療
、
介
護
を
含
む
在
宅
医
療
は
堅

持
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

三
戸
中
央
病
院
は
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院

と
し
て
、
地
域
医
療
を
確
保
す
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
医
療
需
要
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
、
町
民
に
と
っ
て
必
要
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
、
確
実
に
存
続
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

特
定
健
診
は
、
な
ぜ
か
メ
タ
ボ
健
診
と

呼
ば
れ
、
肥
満
者
で
リ
ス
ク
が
高
い
人
ば

か
り
に
目
が
行
き
、
貧
栄
養
状
態
が
続

き
、
筋
力
低
下
と
相
ま
っ
て
骨
粗
鬆
症
、

筋
骨
格
系
の
疾
病
に
よ
り
要
介
護
状
態
に

陥
る
人
の
割
合
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
人
に
目
が
行
か
ず
漏
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

税
負
担
や
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
の

た
め
、
ま
た
筋
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
直
診
病
院
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
や
管

理
栄
養
士
の
活
用
が
必
須
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
糖
尿
病
重
症
化
に
対
す
る
持
続
的
な

指
導
や
、
筋
力
低
下
と
と
も
に
進
む
骨
粗

鬆
症
の
予
防
に
重
要
な
役
割
を
担
う
管
理

栄
養
士
の
採
用
や
、
常
勤
的
な
雇
用
の
検

討
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

将
来
を
見
据
え
て
保
健
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
筋
力
低
下
な
ど
の

フ
レ
イ
ル
対
策
は
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

　

町
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
住
民
主
体
の

通
い
の
場
の
運
営
支
援
を
三
戸
中
央
病
院
の

理
学
療
法
土
な
ど
の
派
遣
を
受
け
開
始
し
、

現
在
町
内
21
地
区
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
支
援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

管
理
栄
養
士
を
町
の
職
員
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も

と
、
一
貫
し
た
保
健
事
業
の
展
開
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

Q
１ 
杉
沢
小
中
・
斗
川
小
の

存
続
に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え
は

A
松
尾
町
長

A
教
育
委
員
会
事
務
局
長

A
友
田
教
育
長

Q
１ 

三
戸
中
央
病
院
に
つ
い
て

Q
２ 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

Q
２ 

三
戸
小
中
校
舎
の
修
繕
に
つ
い
て

栗く
り
や
が
わ

谷
川
　
功こ

う   

議
員

髙た
か
も
り森

　
正ま

さ
よ
し義   

議
員
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10月臨時議会で審議された議案と議決結果
議案番号 件　名 議決結果

報告
第 12 号

専決処分した事項の報告について

【概要】個人が町道を走行中に側溝のグレー
チング蓋が跳ね上がり車体を損傷したため、
法に基づき損害賠償額５万 7,240 円を専決
処分したことの報告。

報告済

議案
第 72 号

三戸町教育委員会教育長の任命につき同意
を求めることについて

【概要】友田博文氏を三戸町教育委員会教育
長に任命するため、議会の同意を求めたも
の。

全会一致
にて同意

議案
第 73 号

令和元年度三戸町一般会計補正予算第４号

【概要】10月 12 日から 13日にかけての台
風 19 号で被災した農地や畦畔、町道等の
復旧に係る経費 2,443 万円を既決予算額に
追加するもの。

原案可決

町議のQ&
町のA

再
質
問
①

　

少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
、
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
特
に
病

後
児
保
育
の
環
境
の
整
備
は
必
要
と
考
え

る
が
、
全
町
営
保
育
所
が
閉
所
と
な
る
中
、

町
は
今
後
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　

今
年
度
民
間
保
育
施
設
で
病
後
児
保
育

実
施
の
意
向
が
あ
っ
た
が
、
看
護
師
を
確
保

で
き
ず
実
現
し
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
子

育
て
支
援
策
と
し
て
早
期
に
実
現
す
べ
き
事

業
で
あ
り
、
引
き
続
き
民
間
施
設
で
実
施
で

き
る
よ
う
問
題
解
決
へ
の
支
援
を
す
る
と
と

も
に
、
公
的
施
設
で
の
実
施
が
可
能
か
調
査

す
る
。

　

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
も
、

町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

も
、
病
後
児
保
育
と
言
う
メ
ニ
ュ
ー
が
明

記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
民
間
と
別
に

町
が
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
が
基
本
で

あ
る
が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば

町
直
営
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
看
護
師
が
確
保
で
き
る
三
戸
中
央
病

院
で
実
施
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

　

城
山
公
園
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
整

備
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
う

と
考
え
る
が
、今
後
の
整
備
計
画
の
進
め
方

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

城
山
の
整
備
は
毎
年
度
整
備
計
画
を
定

め
実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
充
実
の
た

め
、
庁
内
に
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

計
画
策
定
を
進
め
て
い
く
。

　
南
部
町
、二
戸
市
、盛
岡
市
の
歴
史
コ
ー

ス
の
ひ
と
つ
と
な
る
よ
う
、ス
ピ
ー
ド
を

も
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
を
大
切
に
し
て
進
め
る
。

　

昨
年
10
月
29
日
、
第
4
８
４
回
三
戸
町

議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
町
長
の
専
決

事
項
の
報
告
の
ほ
か
、
任
期
を
迎
え
る
教

育
長
の
任
命
、
台
風
19
号
被
害
復
旧
関
連

の
補
正
予
算
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

再
質
問
①

 Q
１ 
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

Q
２ 

城
山
公
園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

A
住
民
福
祉
課
長

再任された
友田博文教育長

第
4
８
４
回 

三
戸
町
議
会
臨
時
会

佐さ

さ

き

々
木
和か

ず
し志   

議
員
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12月議会で審議された案件と議決結果一覧
議案番号 件　名 議決月日 議決結果

報告
第 13 号

専決処分した事項の報告について（和解及び損害賠償の額を決定することについて）
【概要】公用車と民間の自動車の交通事故に伴い、法に基づき相手方へ損害賠償
を行ったもの。

12月11日 報告済

議案
第 74 号

三戸町監査委員条例の一部を改正する条例案
【概要】地方自治法の一部改正に伴い、引用している条例の一部を改正するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 75 号

三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】地方公務員法の改正に伴い、当該条例の「成年被後見人および被保佐人」
に該当することを理由に失職した場合の給与の取り扱いについての文言を削除。

12月11日 原案可決

議案
第 76 号

三戸町保育所設置条例を廃止する条例の制定について
【概要】令和元年度をもって中央保育所が閉所するため、条例を廃止するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 77 号

青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県
市町村職員退職手当組合規約の変更について
【概要】三戸郡福祉事務組合の解散に伴う構成組織の減少と規約の変更について
議会で議決するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 78 号

三戸町固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
【概要】12月 26日で任期満了となる寺牛精一郎氏を再任するもの。

12月11日 原案同意

議案
第 79 号

令和元年度三戸町一般会計補正予算（第５号）
【概要】ふるさと納税寄付金 8,500万円の歳入増や、ふるさと納税事業費 8,765万
円の支出増などにより、歳入歳出ともに9,590万円増額するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 80 号

令和元年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
【概要】杉沢地区簡易水道整備のための中山間地域総合整備事業負担金 255 万円
の減額などにより、歳入歳出ともに 215 万円を減額するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 81 号

令和元年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
【概要】総務費 698 万円の支出増などにより、歳入歳出ともに 698 万円増額
するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 82 号

令和元年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計補正予算（第３号）
【概要】職員給与費 896 万円の支出減などにより、既決予算額を 465 万円減額
するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 83 号

三戸町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】法改正により成年被後見人の印鑑登録が可能となるため、条例も合わせ
て改定するもの。

12月11日 原案可決

議案
第 84 号

土地改良（災害復旧）事業の施行について
【概要】台風 19号により被災した農地２か所、農業用施設（道路）１か所の災
害復旧事業を施行するため、法の規定により議会の議決を行うもの。

12月11日 原案可決

議案
第 85 号

令和元年度三戸町一般会計補正予算（第６号）
【概要】台風 19号により被災した農地２か所、農業用施設（道路）１か所の災
害復旧事業費として歳入歳出ともに 540 万円増額するもの。

12月11日 原案可決

意見書案
第３号

若い人も高齢者も安心できる年金を求める意見書案について
【概要】若い人も高齢者も安心できる減らない年金制度の確立を求める意見書を関
係行政庁へ提出するもの。

12月11日 原案可決

意見書案
第４号

地域医療を守り公立病院等の維持・存続を求める意見書案について
【概要】地域医療を守るため、公立病院等の維持・存続を求める意見書を関係行
政庁へ提出するもの。

12月11日 原案可決

意見書案
第５号

被災者生活再建支援法の改正を求める意見書案について
【概要】災害被災者の生活の安定と被災地の速やかな復興を図るため、住宅再建
に係る国の支援の拡充を求める意見書を関係行政庁へ提出するもの。

12月11日 原案可決
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
商
工
常
任
委
員
会

建
設
農
林
常
任
委
員
会

【
調
査
場
所
】

学
校
施
設

・
三
戸
小
中
学
校

・
斗
川
小
学
校

・
杉
沢
小
中
学
校

【
調
査
結
果
・
意
見
】

・
学
校
施
設

　

学
校
施
設
の
運
営
お
よ

び
施
設
整
備
状
況
は
お
お

む
ね
良
好
で
あ
る
が
、
特

に
児
童
・
生
徒
の
学
習
、

安
全
対
策
に
直
接
的
に
関

わ
る
施
設
整
備
等
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
要
望
に
応

え
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
消
防
団

　

各
分
団
の
消
防
屯
所
整

備
、
防
火
水
槽
、
消
防
車

両
の
更
新
等
の
要
望
が
あ

る
が
、
特
に
年
数
が
経

過
し
た
屯
所
等
の
建
物
は
、

状
態
等
を
調
査
し
、
計
画

【
調
査
場
所
】

・
ま
ち
の
楽
校

・
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ

・
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

【
調
査
結
果
】

・
ま
ち
の
楽
校

赤
塚
委
員　

事
業
実
施
者
が
町
の

お
金
を
ど
う
使
っ
て
い
る
の
か
き

ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
。

髙
森
委
員　

こ
の
補
助
額
で
よ
く

や
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
検
証
を

し
っ
か
り
と
。

【
調
査
場
所
】

　

こ
れ
ま
で
議
会
が
陳
情
を
採

択
し
た
す
べ
て
の
場
所

【
調
査
結
果
】

　
調
査
の
結
果
か
ら
、
委
員

的
に
要
望
に
こ
た
え
る
よ

う
検
討
を
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
将
来
的
に
消
防
団

活
動
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
、
組
織
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
本
格
的
な
検

討
に
着
手
を
。

栗
谷
川
委
員
：
宅
配
は
必
要
な
事
業
な
の
で
効

率
を
考
え
て
運
営
を
。

・
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ

大
向
委
員　

ど
ん
な
事
業
を
し
て
い
る
の
か
町
の

人
も
わ
か
る
よ
う
に
店
頭
に
工
夫
を
。

栗
谷
川
委
員　

試
食
会
な
ど
で
地
元
の
巻
き
込

み
力
も
大
事
に
。

・
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス

澤
田
委
員　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
並
行
し
て
、

東
京
等
で
の
町
紹
介
の

機
会
に
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
。

会
で
優
先
順
位
に
つ
い
て
協

議
・
決
定
し
た
も
の
を
委
員

会
の
意
見
と
し
て
町
へ
提
案

す
る
。
町
は
そ
の
意
見
を
参

考
に
今
後
の
事
業
実
施
に
つ

い
て
再
度
検
討
し
て
ほ
し
い
。

全
陳
情
場
所
の
現
地
調
査
（
11
月
14
日
、12
月
19
日
、１
月
24
日
）

町
内
小
中
学
校
と
消
防
団
の

　
　
　
　
　

運
営
状
況
を
調
査
（
11
月
８
日
）

財
政
援
助
団
体
等
の
事
業
運
営
状
況
に
つ
い
て
（
11
月
20
日
）

竹
原
義
人
・
千
葉
有
子

栗
谷
川
功
・
中
野
　
孝

佐
々
木
和
志

大
向
信
市
・
赤
塚
立
平

栗
谷
川
柳
子
・
髙
森
正
義

澤
田
道
憲

久
慈
　
聡
・
番
屋
博
光

山
田
将
之
・
藤
原
文
雄

議員活動レポート議員活動レポート
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■
発
行
／
青
森
県
三
戸
町
議
会

■
編
集
／
三
戸
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
039-0198　

青
森
県
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
在
府
小
路
町
43

■
E-m
ail:gikai@

tow
n.sannohe.lg.jp

TEL.0179-20-1159　FAX.0179-20-1110
■
令
和
２
年
２
月

議
会
改
革
先
進
地
で
、
政
策

形
成
サ
イ
ク
ル
の
３
ツ
ー
ル
を

持
っ
た
会
津
若
松
市
議
会
の
議

会
改
革
の
進
め
方
や
経
緯
を
学

び
、
三
戸
町
議
会
の
議
会
改
革

の
方
向
性
に
つ
い
て
今
後
の
参

考
と
す
る
た
め
。

「
市
民
の
負
託
に
応こ
た

え
う
る

合
議
体
た
る
議
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
」
を
基
本
理
念
と
し
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
「
公

平
・
公
正
・
透
明
な
議
会
運

営
」
「
市
民
本
位
の
政
策
決
定
、

政
策
監
視
及
び
評
価
の
推
進
」

な
ど
５
つ
の
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
は
、
市

民
と
の
意
見
交
換
を
起
点
と
し

て
、
広
報
広
聴
委
員
会
が
政
策

テ
ー
マ
ご
と
に
ま
と
め
る
。
そ

れ
に
沿
っ
て
調
査
研
究
し
、
政

策
に
練
り
上
げ
る
政
策
討
論
会

を
、
全
体
会
、
分
科
会
、
議
会

制
度
検
討
委
員
会
な
ど
に
振
り

分
け
て
い
る
。

定
例
会
閉
会
中
も
盛
ん
に
開

催
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
得
た

知
見
を
委
員
会
審
査
や
一
般
質

問
に
生
か
し
て
い
る
。

会
津
若
松
市
議
会
で
は
「
従

前
の
よ
う
な
説
明
員
に
対
す
る

質
疑
を
中
心
と
す
る
審
議
、
審

査
で
は
、
そ
の
議
決
に
係
る
説

明
責
任
が
十
分
に
果
た
せ
な

い
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
「
討

論
の
場
と
し
て
の
議
会
」
「
首

長
と
の
関
係
」
「
論
点
、
争
点

の
明
確
化
に
よ
る
市
民
世
論
喚

起
の
視
点
」
の
３
つ
の
必
要
性

に
よ
り
、
議
員
間
討
議
を
導
入

し
て
い
る
。

三
戸
町
議
会
で
は
議
会
改
革

の
第
一
歩
と
し
て
、
町
民
と
の

意
見
交
換
会
を
計
画
し
て
い
る
。

「
議
会
は
何
を
や
る
の
か
？
」

よ
り
町
民
の
視
点

に
立
っ
た
政
策
を

つ
く
る
こ
と
に
目

を
向
け
実
施
し
た

い
。　市

民
と
の
意
見

交
換
会
の
準
備
や

片
付
け
、
受
け
付

け
、
駐
車
場
の
誘

導
な
ど
も
議
員
が

行
っ
て
お
り
、
会

津
若
松
市
議
会
は
、

議
員
の
一
貫
し
た

考
え
を
も
と
に
、

議
員
主
導
で
積
極

的
に
議
会
改
革
を

進
め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は

「
議
事
内
容
の
事
前
調
査
」
に

よ
り
「
課
題
・
論
点
の
洗
い
出

し
」
を
し
、
議
会
初
日
に
常
任

委
員
会
を
招
集
し
「
議
員
間
に

お
け
る
論
点
整
理
・
確
認
」
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
点
で
あ
り
、
三
戸
町
議
会
で

も
実
施
す
べ
き
と
感
じ
た
。

（
レ
ポ
ー
ト
を
要
約
し
て
掲
載  

  

し
て
い
ま
す
）

第４８７回 三戸町議会定例会（３月議会）予定　※全日10：00開始

３月２３日（月） 開会、組織会

３月２４日（火） 町長提案理由の説明、選管委員等の選挙

３月２５日（水） 一般質問

３月２６日（木） 一般質問、議案審議・採決、予算特別委員会設置

３月２７日（金） 予算特別委員会

３月３０日（月） 予算特別委員会、本会議、閉会

行
政
視
察
報
告

三
常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察

会
津
若
松
市
議
会
（
11
月
6
日
）

報
告
者
　
山
田
　
将
之

◉
視
察
目
的

◉
会
津
若
松
市
議
会

　
基
本
条
例

◉
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

◉
視
察
を
終
え
て

◉
議
員
間
討
議


